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。立地条件と林木ω生育との闘係

1 母材を異Kした土撲とスギの生育との関係

宮島 克

汰木達郎

林地K対する施肥は樹穆（あるいは品種），土地条件Kよってその反応の程度が異なゐ

ものと考えられる。すまわち施肥によってその効果が大きい場合と，ほとλノど認められ在

い場合とがあるととは従来しばしは・経験するところである。 ζのちがいは土境条件自体が

制限因子忙なる場合と樹種あるいは品種陀よって施肥K対する反応の程度が異左る結果と

して生ずるものと考えられる。そこで母材を異陀した5種類。土桜Kそれぞれ植栽された

5品種のスギ苗木fてついて施肥を行なw，それぞれの反応のちがいを検討した。

材料と方法

内径 75 C11t，深さ 6Oc鳴りコンクリート円形ボフト（側壁底部氏水抜きを設ける） 3 0 

コ K母材を異托した 5 種類の土~，何れも現地の B層から採取したもので，す在わち，（A)

花尚岩風化土，（B）黒色火山灰土，｛C）古生代変成岩類，訟もに角内岩風化土，（功新第3紀安山

岩質噴出物堆積土，（司第五紀堆積岩類， bも陀頁岩の風化土をそれぞれ6ボジトずつ充て

んし，スギ五品種，アヤスギ，ワラセパルスギ，ヤイチスギの苗木は 1ポットあたり各1

本計5本ずつを植栽し党。さらに同年5月 17日各土壊の種類毎'1(3ポ9 トずつ，肥料と

して硫安，過石，硫酸カリを N ; P 20 5 : K 20 = 2 : 2 : 1の比でN<V成分量托して苗木

1本当り 10 9の割合で土掠表面K散布した。残りの各5寸｛ ，，トはそれぞれ無施肥対照と

した。施肥効果Kついては，掘取 b 直前樹高生長量を測定し，掘りと b 直後各部位，~IJVL生

重を秤量し，また各部位別K試料をとり Nの吸収量を求めた。

結果と考察

ll J 供試土以の理学性

黒色火山灰土を除いては一般K孔隙量，最大容水量，水分当量左どはAー→EK向って

ま，.~むね増大する傾向を示す。

(2: 土識の化学性

一方土域の化学性 VL＂＇.？~てみれば，まず P Eは生土と乾土とでは一般K後者が酸性化

が強ぐなる傾向を示すが，置挟酸度Kついてみれは， A, B, Cは徴酸性～弱酸性土民

℃あるか， D, E~i極強酸性土以ということができゐ。有機態炭素（C），全窒素（N）卦よび

有織物の含主はA ・E土域は B, C, D土誠氏くらべて何れも極めて少な ~o しかし A
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±壌 は塩基置換容量 に対 して置換性 カチ オ ンの含量が大 き ぐ,E土 壌 は塩基置換 容量は

大 きい に も拘 らず,萱 換性 カチ オソに乏 しぐ従 つて塩基飽 和度 もD土壌 とと もに最 も小

さい値 を示 すo

{3}施 肥 効 果

まず土壌 母 材の ちがいに よる苗木の生 長状 態 をみれば,無 施肥区では樹 高生 長,重 量

生長,新 葉率 ともに概 して母材B,C土壌 が よ ぐ,A,E土 瑛 が最 も悪 い。 この ことは

供試土壌 自体 に既 に含まれ ていた養分量 とぐに,c,Nの 含 量 の ちが いに関係が あ りそ

うで ある。 施肥区でほA,E土壌 が 施肥の効果 は大 きく,B,C土壌 が最 も小 さい,こ

の ことをよ り明瞭にす るため施 肥効率で比較ゴれば,樹 高生 長ではほ とん ど何 れの母材

で も施肥効果 はまだみ られ ないが,重 量生長,新 葉 率では施肥に よる影 響が 大 きく認 め

られ,な かで も母材A,E土壌 ではその効果 が大 きいoし か しなが らB,C土壌 では大

きな影響はみ られ なか つだoこ の傾向はNの 吸収 量について もほほ 同様 の ことで あつた。

以上の ことか ら材地施肥に関 して,そ の効果は土壌 母材 によつて異 なる もの で ある とい

うことがで き,し か もその施肥効 率は無 施肥の場合生 長の不良な土壌 ほ ど大きいoす な

わ ち,い わゆ るやせ地ほ ど施肥効果が 大 きい とい うことが いえそ うだ。

植 栽された スギ苗木の立場か らみれぱ,ス ギの品種(ア ヤスギ,ウ ラセバ ルス ギ,ヤ

ィチ スギ)間 に施肥 に対 す る反応に大 きなちがいが ある ことがわか る。 すなわ ち一般 に

施麗効果の最 も大 きい品 種は ヤィチ スギで,つ いで ウラセバ ルスギ,最 も施肥効果の 少

ない品種は アヤスギで ある。 ヤィチ スギはA,D,E土壌 で施肥効率はす ぐれ・B・C

土 壌では少な いQウ ラセハルスギではA,E土壌,ア ヤス ギはA土 擾 でそ れぞれ よ く,

他 の土壌 では いず れ もあま り振 わないo

この よ うに,土 載 母材 の ちが いとスギ品種 との間で施肥効率が異 な るとい うことは,

品 種 自体 に施肥に よる反応 の程度 に差が あるこ とは当然 なが ら,土壌 母材 による理,化

学性の ちが いが苗木の生 長従 つてその養分吸収の程凌 に異 なつた影 響 をお よぼ してい る

と考え られ る。

2.土 豪 の ちがい と気候 因子の関係

土豪 温慶,± 観蒸発量等の 気候要 因は土豪 によつてはか な りちか うことが 明 らかκされ

て いるか,母 材の ことなる各地の土豪 を集 めて植 敷試 験 を行 ない,そ の試験結果を検討す

るさ1AC'eea,い わ ゆ る土域 の理化学的性質 と1貢」時に土 地環 境的 な性質 を把 握 してveる こ

とも毬めて必要 なことで ある と考 え られるo



この よ うな観点 よ り5種 の母材 料の ちが う土擾 を用いて,主 と して土擾温 度,蒸 発量等

を しらべ元o

方 法

o用 いた土ち乏

種類tsよ びその理化 学的性質 につ いては1(母 材 を異 に しだ土壌 とスギの生 育 との 関

係)で 述 ぺているので省略 するo

o土 壌 面蒸発量の測定

5働 土tLi・・Eを1/S乃 ア ー'の ワグ ナーボ ・トに肋(5x3・15ボ ・ 卜)自 然状 態

(屋 外)お よび熱風乾 燥器(平 均650C)中vateけ る土壌 フk分の減 少を重 量で測定 し

た。 同時 にボット に永 をスれその蒸 発量 を同 じ ぐ重量 で測定 した。

o土 壌温 度の測定

ボットの中心部の地表 面温度 と深さ10㎝ の地温 を棒状 ア ルコール温度計 とサ ー ミス

タ ー温度計 を用いて測定 した。 なお測定 は1965年6月 よ り始め,1年 間続 ける予定 で

ある。 ここでは1966鉦2月 迄の毎15.時 の 測定結 果 と5回 の連続 測定結果 について報

告 づ る。

結 果 と 考 察

土壌蒸 発 量

屋外 に詮け る自然乾燥状態の デ ータが少 な く,ま たその範囲内では強制乾 燥過 程の値 と

あま り差がみ られ ないため,こ こでは両者 を一緒 に し強制乾燥過 程の値 を主 に して考え

てみたo蒸 発 此(土 壌 面蒸発量P/水 面蒸発量Po)は あ る附近 までは・ほぼ1(い わ

ゆ る蒸発位)前 後 を示づが,あ る7k分 量 の ところで減少 し始め ている。 この現象は一一ee

に知 られてい る点で ある。 この点は土壌 間でか な り差が あ り砂 質壌土の黒色火山灰土は

この点が高い含水比の ところにある。 まπ黒色火 山灰土の蒸発比減少の速 度は小 さ く・

竣質砂土,砂 質埴竣土の土豪 で大 きいo即 ち黒色土は含水比のか な りの範囲 にわた つて

他の土襲 に くらべ て蒸発比の大 きい ことを示 している。

ところで土製水 分の動態は植物の7k収 支の」二か らもまた土地環境要素の 一つで ある地

温の変動 ともきわめて関係が深 いこ とが知 られ ているが,土 獲保永量の 多い黒色火山灰

土(砂 質壌土)で は植物の水収支,地 温の動 きに他の土験 とはか な りちが つた現象が生

ず るのでは ないか とい うこ とを推測 させ るo

土 襲 温 度



地表 面温 度の変化 は,夏,秋,冬 とも気温の変 化 と時 間的 にほぼ平行 してお り,14

時 へt5時 に最高温度が現 われ 日没 とともに急速 に低下 し.最 低温度は4時 へ6時 前後

に現われるが秋.冬 季 に鉛いては.20鋳 前 後以降.夜 明けの フ時前後 まで の温度変動

が きわめて少 な ぐ ・最 低温 慶のあ らわれ方 も明確 でないのが特長で あるo

H較 差

日較差の大 きい土壌 は地表 面.地 中 とも大体 にお いて 鷺(重 埴 土一 一赤 色土壌 一一→

で あるb小 さい方は あま 珍は つき のしkい
o

地 表面温変 と気温 との関係

地表面温度寮気温の変化 とほ とん ど同時的 に変化す るカξ毎 肇5時 におけ る地表 薦温 度

と気温 との関係 をみてみ る と地表面温度は気温 よ りも高めで あ り。気温が 高い程その傾

向が強い こ とが わか るo

20。C以 上の晴天の場合(平 均29640C)に 赤 色土の較差 が と ぐに大 き ぐ・黒色

土 。砂土 が小 さいのが特 徴的で ある力丸 他の場 合 には土壌 間 には つき 夢しだ差は認 め ら

れ なか つ允o

晴 天の場 合 には土壌 の色の影響が 強 ぐ現われ 。高温 の 盛いめ赤色土 でそれカ{もつとも

顕 著 になつだのでは ないか と考 え られ るo

つ ぎに較 差の変動が天候 ・季節 によつて どの よ うに ちが うか をしらべてみ ると.晴 天

の場合 には変 勤係 数はいずれの場合 も50%前 後 で小 惑いが.ぐ もり.あ めの場合 は極

めて大 き くなつてvaる 。20oC以 上緯場 合には各天候 乏も変動係 数 には土壌 間に差 は

殆ん ど認 め られ なか つたが.20oC以 下 では とくに く もり.あ めの場 合に土壌 聞のぱ

らつ きが大 きぐなつているのが注 昌きれるoこ れには直射光 の有無,雲 量 降 雨時 間等が 複

雑 に影響 しあつている もの と考 え られ るo

不 易層 の深 さ

地潟の 日変 化 も隼変 化 と同様 に深 い ゐころほ ど小 言 く.あ る深 さに達 する とほ とん ど

変化 しなくなるが.不 易層の深 さほ気候 や土質 κ よつて ちが うといわれるが.地 温のB

較 差 と深 ≒ミとの間には.

Rx=R。 ♂ βx

Rx;深 さx傭 の地温 窮較差

Ro;地 表 面温度の 日較 差

とい う函数闘係が 認め られ るが.こ の式 よ 参RxがU.]oCす な わ ち地濫 の 欝変化

が 殆ん ど認め られ ない深さ を しらべてみ る と測定時 によつて値 にか な りの バ ラツキが見



られ.土 裟 闘 には つき りした差 は認 めがたいが.概 して言 えは.不 易層 の深度の浅 いの

は黒色火山灰土 で あ り・深 いのは壊質砂土 で あ り.両 者 とも他の5者 に比較 して変動 の

巾が小 さい6
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